
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

乗

査

掘

発

調

院

一

乗
院
は
天
禄
元
年

言。｝

に
創
設
さ
れ
た
船内
福
寺
の
子
院
で
あ
っ
て 、

院
と
と
も
に
摂
家
川
跡
と
し
て
者
名
で
あ
る 。

創
設
以
来
康
平
3

年
公
害）

治
承

4
年

2
5

仁
治
2

年
（』
N
E

C

立
永
四
年

2
5

と
数
伎
の
限
災
が
あ
り 、

明
治
以

後
作品川
良
地
方
裁
判
所
に
転
用
さ
れ
た
が 、

な
お
山
安
3
午
（自由
主

造
立
の
炭
殿
・

殿
上
が
残
さ
れ
て
い
た 。

昭
和
計
年
に
裁
判
所
を
含
む
奈
良
県
庁
舎
付
近
の
給
制
工
事
が
始
ま
り 、

旧
一

来
院
の
地
下
追
椛
の
破
壊
が
予
想
さ
れ
た
た
め 、

奈
良
県
教
育
委
員
会
は
そ
の
発

掘
調
査
を
計
画
し 、

犯
年
3

月
当
研
究
所
に
そ
の
協
力
方
を
依
願
し
た 。

調
査
に
当
つ
て
は
期
間
・

経
世
の
凶
係
で
全
般
地
の
発
掘
は
不
能
で
あ
っ
た
の

で 、

震
齢
付
近
は
天
禄
以
来
の
平
面
追
求
の
た
め
全
而
発
掘 、

そ
の
他
の
地
区
は

一

衆
院
創
設
前
の
遺
構
傑
査
の
た
め
幅
3
m

の
ト
レ
ソ
チ
を
抑
る
こ
と
に
し
た 。

以
下
建
造
物
遺
構
・

庭
因
追
跡
・

出
土
造
物
別
に
そ
の
板
要
を
報
告
す
る 。

大
東

工

建

J!! 

i芯

物

ソI·.
)ii. 

究
永
焼
失
而
は
現
寝
殿
の
地
下
約
旬
開
に
あ
る 。

こ
の
而
か
ら
礎
石
抜
取
痕
跡

や
政一
一別
屯
腹
の
漆
喰
而
を
検
出
し 、

覚、
氷
焼
失
の
旋
殴
の
焼
肢
を
確
認
し
た 。

寝

殿
の
東
南
部
は
漆
吹
田
が
南
へ
つ
づ
き
中
門
廊
の
よ
う
に
突
出
す
る
が 、

東
部
に

は
池
が
あ
り 、

反
政
と
突
出
部
の
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た 。

要検
出
し
た
究
永
焼
失
の
巡

航
は
向
拘
の
あ
る
桁
行
叩
川

梁
川
5

間
の
辿
物
と
桁
行
5

川
栄
川
2
川
の
小
辿
物
で
あ

る 。

こ
の
う
ち
前
告
は
文
明

頃
か
か
れ
た
大
来
院
吋
作
的

正
常十
の
一

束
院
主
殿
指
図

（
山内
一耐
寺
桜

「
肝
契
絵
閃
矧
紫

紗」
所
収〉

の
平
一山
と
一

致

し 、

覚、
氷
ま
で
こ
の
平
而
で

存
続
し
た
こ
と
が
別
限
に
な

っ
た 。見

永
焼
失
而
の
下
に
は
焼

防
が
2
1
3
m
あ
っ
た
の
で

各
焼
閉
ご
と
に
泣
仰
を
追
求

し
た 。

北
ad仰
で
は
東
西
に
述

な
る
小
瞭
般
の
雨
務
部
を
検

出
し
た
が 、

こ
の
部
ほ
か
ら 建

造

究

r』』ー、�、

物

研

歴

研

究

,::'--, -.::2:ュ

史
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出
土
す
る
逃
物
は
係
式
上
平
安
末
期
を
下
る
も
の
が
な
く 、

ま
た
雨
洛
の
位
位
は

究
永
焼
失
震
殴
の
北
雨
務
と
同
位
置
に
あ
る
の
で 、

震
殿
は
平
安
末
期
か
ら
位
置

が
変
つ
て
な
い
と
認
め
ら
れ
た 。

さ
ら
に
焼
間
ご
と
の
礎
石
跡
の
探
索
で
は 、

党

永
焼
失
の
辰
殿
礎
石
跡
の
ほ
か
は
礎
石
跡
が
な
か
っ
た
の
で 、

平
面
も
平
安
末
期

以
来
踏
襲
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

た
いA
凹
陥
の
1
山
は
鎌
倉
中
期
の
造
物
を
包

含
す
る
泣
水
の
併
と
重
復
す
る
の
で 、

途
中
で
西
陥
が
鉱
張
付
設
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る 。天

禄
刑
設
の
一
釆
院
に
属
す
る
も
の
は 、

最
下
焼
問
の
下
か
ら
検
出
さ
れ
た
悲

壇
と
礎
石
地
形
と
考
え
ら
れ
る
根
固
め
の
土
雌
り
で
あ
る 。

こ
の
基
壇
は
間
半
は

日
い
地
山
を
利
用
し
東
半
に
獄
土
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
て 、

こ
の
表
而
に
根
固
め

の
土
脱
り
が
あ
る 。

こ
の
土
政
り
の
大
部
分
は
数
度
の
造
替
の
際
削
平
さ
れ
た
ら

し
く 、

4
個
所
ほ
ど
検
出
し
た
の
み
で 、

柱
附
は
桁
行
9
尺
以旅
行
8
尺
と
推
測
で

き
る
ほ
か
は
平
而
は
不
明
で
あ
っ
た 。

ま
た
こ
の
基
附引
を
追
跡
し
て
ゆ
く
と 、

京

南
部
は
や
は
り
突
出
し 、

そ
の
南
限
は
後
世
の
削
平
で
不
切
だ
が
中
門
廊
の
前
身

と
し
て
対
屋
の
よ
う
な
も
の
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た 。

次
に
創
設
の
東
半
政
土
器
担
を
撤
去
し
た
と
こ
ろ 、

東
西
約
m
m
南
北
約
お
m

の
土
同酬
が
検
出
さ
れ
た む

こ
の
土
織
内
に
は
焼
土
の
滋
加
も
み
ら
れ 、

硯
や
施
刷

陶
削掃
を
合
め
土
探
片
が
瓦
片
と
と
も
に
多
数
埋
没
さ
れ
て
い
た 。

ま
た
四
半
基
砲

を
形
成
す
る
高
い
地
山
は
方
形
に
削
出
さ
れ
て
い
て 、

そ
の
東
辺
に
凝
灰
岩
粉
片

が
南
北一
列
に
付
若
し
て
レ
た
の
で 、
一

衆
院
創
設
前
に
こ
こ
に
凝
灰
岩
基
出
を

も
っ
建
造
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
た 。

一
衆
院
創
設
前
の
逃
椛
探
査
の
た
め
掘
っ
た
ト
レ
ソ
チ
か
ら
の
所
見
で
は 、

ほ

か
に
向
く
削
出
さ
れ
た
地
山
が
4
個
所
ほ
と
あ
り 、

こ
れ
ら
も
建
物
の
越
国
で
な

一
衆
院
発
掘
拘
査
概
要

い
か
と
疑
わ
れ
る 。
五
－

以
上
各
時
期
ご
と
の
調
査
結
柴
を
略
述
し
た
が 、
一

乗
院
創
設
前
の
こ
の
位
m

は
興
福
寺
下
階
的一
加
の
北 、

正
倉
院
の
西
に
当
る
台
地
上
に
あ
り 、

立
地
条
件
が

よ
く 、

こ
の
付
近
に
輿
而
寺
の
主
要
な
建
物
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る 。
一
来
院
が

創
設
さ
れ
た
際 、

こ
の
蚊
地
が
整
地
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
恕
像
す
る
と 、

造
物

が
土
境
内
に
馳
郷

さ
れ
た
の
は
延
苔

4
年
（
妻）
も
し
く

は
延
長
3
年
富山）

の
興
一仙
寺
の
火
災

に
凶
係
す
る
の
で

（
践
と

は
な
か
ろ
う
か 。

一
来
院
創
設
の
際

日
肢
が
直
ち
に
芯

ら
れ
た
か
ど
う
か

＋ふ園、
11d
r－
1．
、

1
・

河川・

川町〆

ふi

・β

＋ホ

じ
め
の
寝
殿
は
克

永
ま
で
ほ
ぼ
そ
の

位
位
で
造
訟
さ
れ

て
い
る 。

な
お
vm

承
の
興
一相
寺
焼
亡

後
設
和
元
年
さ
き

に
仮
再
建
さ
れ
た

l：倣J行l:sl一束1;{;:f! 21可l
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Tポ
良
凶
立
文
化
財
研
究
川
年
制

（

註

3
）

一

乗
院
の
追
加
は
発
掘
か
ら
縦
認
で
き
な
か
っ
た

。

そ
の
後
一

衆
院
が
再
建
さ
れ

る
の
は
文
治
4
年

2
5

で
あ
り 、

ま
た
仁
治
の
焼
亡
後
建
長
2
年
（
尽
き

に
新

造
さ
れ
る
が 、

西・
附
が
l
間
付
設
さ
れ
る
の
は
こ
の
時
と
み
ら
れ
る 。

現
在
唐
招
提
寺
に
移
築
さ
れ
た
鹿
安
再
建
の
建
物
は
位
置
を
変
え
さ
ら
に
南
に

建
て
ら
れ
た
が 、

旧
平
而
と
比
較
す
る
と
震
殴
・

殿
上
と
も
鉱
張
し
て
辿
て
ら
れ

と
く
に
殿
上
は
中
門
廊
の
発
展
形
態
と
し
て
み
ら
れ
興
味
深
い

。

（
工

藤

圭

草〉

て
お
り 、

JT. 

庭

匝l

込i

助i

一衆院j立 f，＼� ')J i}!IJ同

発
見
で
き
た
庭
園
追
跡
は 、

｛反
殿
凶
南
附
を
斜
に
よ
ぎ
る
一

条
の
泣
水
跡
の
地

形 、

お
よ
び
数
個
の
庭
石
と
中
世
震
般
北
聞
の
池
庭
で
あ
る 。

泣
水
は
幅
N・
m
m

深
さ
印
m
で
あ
っ
て 、

｛
反
鍛
中
央
を
と
お
る
南
北
・

東
西
阿

卜
レ
ン
チ
や｛
辰
殿
西
南
附
で
検
出
さ
れ 、

現
地
表
よ
り
約
町
四

下
に
地
山
を
急
勾

配
に
削
り 、

お
の
お
の
の
地
問
の
勾
配
の
変
り
目
に
自
然
石
を
す
え
た
も
の
で
あ

っ
た

。

こ
れ
は
京
殴
京
市
方
か
ら
西
北
方
に
向
っ
て
流
れ
る
も
の
で
あ
っ
て 、

建

長
一件
挫
の
こ
ろ
ま
で
存
抗
し
て
い
た
こ
と
か
ら 、

そ
の
築
造
が
初
則
－M
殿
の
造
併

と
殆
と
同
時
期
す
な
わ
ち
藤
原
附
代
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る 。

さ
ら
に
泣
水
の
水
仰
は
鹿
安
度
の
店
門
（
そ
れ
以
前
も
こ
こ
に
表
門
が
あ
っ
た
）

同

（
位
4
）

側
付
近
か
ら
導
入
さ
れ
た
も
の
と
抗
定
さ
れ 、

寝
殿
前
市
で
広
大
な
池
庭
を
形
成

（

粧

乃
）

し
て
い
た
効
算
も
あ
る

c

次
に
北
面
の
池
庭
で
あ
る
が 、

慶
安
辰
殿
の
北
縁
先
か
ら
北
方
へ

約
m
m
の
地

点
か
ら
お
m
の
地
点
に
か
け
て
現
地
表
か
ら
約
印
叩

下
方
の
地
盤
に 、

根
石
を
お

く
か
あ
る
い
は
単
独
に
抑
え
ら
れ
た
数
個
の
自
然
石
が
検
出
さ
れ
た

。

こ
れ
ら
の

石
は
地
庖
の
変
り
目
に
山飢
え
ら
れ 、

ま
た
こ
れ
ら
の
石
を
境
に
し
て
一

方
は
若
し

信 :; 1
・
司
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く
控
ん
だ
粘
土
問
の
上
に
汚
れ
た
腐
航
土

を
堆
航
し
て
い
る
状
態
か
ら
附
し
て 、

こ

れ
ら
の
辿
椛
は
民
安
の
店
肢
と
北
河
院
と

の
川
に
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
池

峰
凶
係
の
水
際
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え

た 。

ま
た
こ
れ
ら
の
石
や
地
形
を
そ
の
東

部
で
検
川
さ
れ
た
自
然
石
の
集
団
と
綜
合

し
て
み
る
と 、

江
戸
時
代
末
に
什 固い

か
れ
た

一

来
院
同
御
脳
古
図
（
以
凶
水
谷
川
家
政
戦

災
で
焼
失）
の
・米
水
の
紘
や 、

先
年
中山
気

探
査
に
よ
っ
て
脈
注
し
て
ぷ
際
の
紘
と
よ

く
一
致
し
て
い
た 。

以
上
の
検
出
し
た
逃
昨仰
を
記
鋭
と
照
応

す
る
と 、

泣
ぷ
は
一
来
院a
X
川
（
大
作山
山

紡
神
文
化
研
究
所
政〉
に
九
か
れ
て
い
る
永

加41χl

延
2
年（由
忽）
頃 、

水
谷
川
よ
り
辺
水
し
て

築
造
さ
れ
た
出
刷
用
ぷ
路
の
跡
と
み
ら
れ

る 。

北
而
池
出
は
一
衆
院
幼
官
二
条
引
来

日
記
の
犯
永
凶
作
ロ
月
9
円
の
条
に
記
さ

れ
る
も
の
に
該
当
し 、

記
録
に
は
「
設
己

と
い
う
出
者
が
造
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら

当
時
大
来
院
付
時
m
正
の
招
き
に
よ
り
奈

（
泣
6
）

良
で
活
躍
し
た
庭
作
普
阿
弥
の
業
献
に
閃

係
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う 。

29 



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
級

と
も
あ
れ
泣
水
追
跡
は
平
泉
毛
腿
寺
大
成
池
畔
で
し
か
倹
山
で
き
て
い
な
か
っ

た
し 、

ま
た
そ
れ
が
永
久
5

年〈－一
二）
頃
と
推
定
さ
れ
る
の
に
対
し 、
よ
り
古
い

泣
水
の
地
形
と
石
川相
が
縦
認
さ
れ
た
こ
と 、
ま
た
反
政
北
聞
で
究、
氷
の
火
災
で
大

似
し
た
こ
と
を
割
引
し
て
も 、
全
く
確
認
で
き
な
か
っ
た
普
阿
必
の
作
風
を
幾
分

で
も
挑
知
で
き
る
出
石
を
伴
っ
た
辿
椛
の
一
郎
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
こ
の
発
掘
の
大
き
な
収
位
と
い
う
べ
き
で
あ
る 。

森

、ーノ

m 

土

物

』込

1±\ 

造
物
は 、
主
と
し
て
広
蹴
下
の
十“
挑
と
向
拝
南
側
の
瓦
間
り
か
ら
発
見
さ
れ 、

施
糊
陶
慌
を
合
む
土
探
知 、
各
都
の
瓦
獄 、
少
抗
の
銅
銭・
金
属
総・
石
製
品・

ガ
ラ
ス
製
品
な
ど 、
奈
良
時
代
前
期
か
ら
近
世
初
頭
に
お
よ
ん
で
い
る 。
注
目
さ

れ
る
の
は 、
京
般
下
の
土
放
か
ら
出
土
し
た
土
総
額 、
な
か
で
も
胞
制
陶
然
や
陶

硯
知
で
あ
る 。
施
制
陶
総
で
は 、
制
刷
陶
〈
議・
杯・
倒・
鍔
釜・
火
舎
？・
航

？）
が
多
数
を
し
め 、
少
訟
の
三
彩
陶
（
誰

杯

火
会・
香
炉・
奄〉
と
二
彩

陶
（
口火
頭
宣）
が
あ
る 。
陶
硯
類
で
は 、
円
硯
句
点 、
八
花
硯
1

点 、
烏
と
氾
の

動
物
形
の
も
の
2

点
に
杯
や
荒
を
松
川
し
た
も
の
が
加
数
点
あ
る 。
そ
の
他
に
灰

刺
を
施
し
た
水
瓶・
伶
胤
の
額
を
合
む
須
忠
則市 、
日比
的
に
は
日以
も
多
い
土
師
総
な

ど 、
技
型
後
は
主
要
な
基
準
資
料
に
な
る一
括
泣
物
で
あ
る 。
（
八
白
苦）

民殿下倹II\ I r1 fiJ.l. 

まE

仙川
い削
守

－

こ
れ
ら
の
う
ち
以
も
市
の
も
の
は
を
大
路
の
鉱
刷
工
事
の
際
同
訓
伐
さ
れ 、

下
階
的 －
M仙

北
の
小
fT
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